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HITAC L-450/L-470システム
HitachiComputer SYStem HITACし450/L-470

近年,OAに代表されるように定形業務だけでなく,一般のオフィスの主要業務で

ある非定形業務についても効率的なコンピュータ処三哩が要求されるようになり,通

常のオフィスに簡単に設置できる小形で高性能なコンビュ【タシステムが要求され

ている｡HITAC L-450/L-470システムは,このような要■求にこたえるため,2万

ゲートのCMOSカスタム論理超LSIをはじめとする最新のハーードゥェア技術によって,

床面積0.32m2のそで机並みのコンパクトなきょう体に各椎の入出力制御機構を内蔵

した高性能な処理装置を実現するとともに,小形で高性能な周辺装置をj采用するこ

とによって,小形化,省エネルギー化を図った｡

本稿では,HITAC L-450/L-470の開発思想,システムの特長及びシステムの小

形化を実現したハードウェア技術について述べる｡

m 緒 言

HITAC L-450/L--470(以下,L-450/470と略す‥)システム

は,オフィス業務のEDP(Electronic Data Processing)化,

告ノJ化を図るいわゆるOA(Office Automation)化♂〕需要にこ

たえた新しいタイプの小形コンヒュ【タである｡CMOS(Com-

plementary MetalOxide Semiconductor)技術による2万ゲ

ー1卜/チップの論理VLSI(Very
La柑e ScaleIntegration)や

CMOS6,000ゲート/チップの論理LSIなど泣所の半導体托術

と,二れに適′ナする論理方J℃や実装方式などのハードウェア

†互術を才末梢することによって小形化,告ノ毒ニノJ化を実現すると

とい二,処f割隼能,仁栢作,推作竹三の人帖な改善を[司った｡

如に､新たに開発した人谷一旨ト′ト形の8inディ スク即効装置

やり【ルダイ レクト恥割方式の小什ラ磁ちtテー1フ■装‾置を開発す

ることによって,システムの必要とする設置スへ-スも大幅

に縦i城Lたため,過信のオフィス環境で谷幼に使用可能とL

た.)

区= にL-450システムの外在見をホすり

囚 開発思想及びシステムの特長

(1)L--450/470の位†i与付け

L-450/470は,HITAC Lシリーズの中根である小形コンビ

ュ‥タHITAC L-330モデル3,4,5,61)(以‾F,L--330と

略す｡)の後継機,及び_L位相行機とLて位置什けノブれ,L-450

及びL-470c7)命令実行速度は,それぞれL-330モデル3及び

L-330モデル6の約2倍の能力をもつ｡

(2)オフィス環】菟への適応

高速化したCMOS論理LSI染)など,最新の半導体技術及び実

装技術によって′ト形化,省スペース化,省電力化及びイ氏騒譜化

を図った処理装置を実現した｡また,ディスク駆動装置と磁

気テープ装置についても最新のハードウェア技術によって小

形化,省電力化,低騒音化などを実現しており,処理装置と合

わせてオフィス設置を考慮したデザインを採用した｡

滋) 2万ゲ【トクラスのLSIは,VLSIというのが一舟抑勺であるが,本

稿では以下VLSIとLSIを絵称してLSIという｡

日野正史* 〟α占めmJ〃加

永福克尾* yo5ん言αん`Eびび丘〟

また,環境条件も緩和したため,特別な空調やフリーアク

セスフロアなどの設備が不要となり,電i増設摘も商用の100V

単相としており,システム全体として,オフィス環j竜への適

†ナ性の向上を図った｡

(3)拡張性グ)あるシステムの実現

処理装置は最新のLSI技術によって小形化,高速化を実現

するとともに,主記憶容量を貴大4Mバイト(L-450は最大2M

バイト)まで拡張可能とし,16Mバイトの仮想空間をもつワン

レベルアドレッシング方式を採用した｡これにより,業務量

の増大に対して,プログラマやオペレータなどが主記憶容量

をほとんど意識することなしに,柔軟にシステムの拡引立に対

応することができる｡また,L-450は,フィールドで容易に

L-470ヘアソプグレードを可能としたため,広範なシステム

拡張にも容易に対応することが可能である｡

(4)ユーザ【ニーズの多様化への対応

L-450/470は従来の周辺装置に加えて画條入力付OCR

(OpticalCharacter Reader),ファクシミリ通信接続装置,

HITAC T-560/20系の文書処理機能付漢字端末,パーソナル

ステーション,グラフィック機能付端末,画像機能付端末,画

像出力可能なレーザビームプリンタなどを接続し,新しく開発

されたオペレーティングシステムであるVOSO/ES(Virtual-

storage Operating System O/Extended System)と関連ソフ

トウェアによって,従来のEDPシステムの機能拡張への対応

だけでなく,【奨】形データ及び画像データを含む文書データな

どの多種情報処理を可能とし,幅広いOA化への対応も区lっ

ている｡

(5)使いやすさの追求

VOSO/ESは,現場部｢1,エンドユーザー部門でのコンピ

ュータ捕用を促進し,システム開発及び連用の効率向上を【､東1

るため,簡易言語,メニューによる業務選択機能,理解しや

すいテーブル形式のり レーショナル形データベース及びその

検索や加工を,プログラムレスで実行するオフィスユーザー

機能などを充実している｡また,運用の省人化又は省力化を

図る自動運転機能も充実している｡

*

日立製作所神奈川+二場

55



874 日立評論 VOL.65 No.12(1983-ほ)

■顔l■

8一掬

叫て珊

(6)処理形態の多様化への対応

現場で独立に行なうOA処理､現場とL-450/470の大容量の

データベースと連携したOA処理,更にはHITAC Mシリーズ

(以‾F,Mシリーズと略す｡)の上位ホストコンヒュータと連携

したOA処王翌などOA処理の形態は多様化してきているが,L-

450/470システムでは,必要に応じ分散処理,集中処理又は

集中分散処理のいずれにも対応できるようにOA化をサボ【卜

するソフトウェアを充実するとともに,上位Mシリーズとの

整合性を保ち,ファイル転送,リモートバッチ,オンライン

接続などのネットワーク機能のサポートも充実した｡Mシリ

ーズへは,言語及びファイルでの移行性を保っており,Mシ

リーズでのL-450/470用プログラムの開発を容易にするクロ

スコンパイラも用意した｡

(7)信頼性･保守性･操作性の向上

L-450/470は,高信板度のLSIを使用することによって使

用部品一卓二数を減らし,かつ消費電力の小さいCMOS技術によ

って発熱量が減少しているため,ハードウェア障害発生のポ

図I H｢TAC L-450シス

テムの外観 オフィス環

】尭への適合性の高い,コンパ

クトで高性能なシステムであ

る｡写真左からディスク駆動

装置.;莫字ラインプリンタ,

処理装置,磁気テープ装置及

びビデオデータターミナルを

示す｡処千里装置には,最大2

Mバイトの主記憶装置,ディ

スク制御機構.】滋気テープ制

御機構,ローカルターミナル

制御機構,フロッピーディス

ク駆動装置,通信制御機構な

どを内蔵している｡

テンシャルか下がり,基本的な信輔度を向上させている｡ま

た,LSIによって実現された論理回路は,重要部分は二重化

するなど障害検出凶路や障害L旦】復回路を充実している｡更に,

サービスプロセッサによって処理装置の監視,障害データの

収集,遠隔保守機構,自動運転機構などの強化を実現してい

る｡

遠隔保守は,ASSIST(Advanced Service SupportInfor･

mation System Technology)センター2)と音響カプラを介して

電話で接続することによって行なわれる｡ASSISTセンター

からの遠隔保守支援は,定期的に障害(自動的に回復された

障害)データをセンターに収集し,これを分析することによっ

て事前に固定障害の発生部分を予測し対策を行なう予防保守

サポートと,固定障害発生時の事後保守サポートとを合わせ

て行なっている｡

田 システムの構成

L-450/470のシステム構成例を図2に示す｡

中 央 処 理 装 置

･主記憶装置([二言ヲ呂≡Oi5二言㌶:‡了[)
●サービスプロセッサ

●処理装置拡張機構

●自動運転横構

●システム拡張機構

周 辺 制 御 装 置

セレクタポート
ディスク

チャネル マルチプレクサポート

フロッピー

ディ スク
制御機構

磁気テープ
制御機構

ディスク

制御機構
自動呼出

アダプタ

通信制御
機 構

各人出力
制御機構

ロ ー

カ ル

ターミナル

制御機構

フロッピー

ディ スク
駆動装置

0

0
(処理装置に内蔵)

区12 HITAC

磁気
テープ

装置

ディスク

駆動装置

網制御装置 ファクシミリ
通信接続装置

し-一ニーーーーー･･･〉･-･････二_ノ

端 末 装 置
他コンピュータ

ファクシミリ

注:略言喜説明

OCR(OptLCaL CtlaraCter Reader)

ビデオデータ

ターミナル
プリンタ

カセットテープ

装 置

×-Y

プロッタ

ラインプリンタ 画像入力付
O C R

マークシート
読 取 機

紙テープ

読取機

O C R カード読取機
カード印刷
せ ん 孔 横

紙テープ

せん孔機

L-450/L-470のシステム構成 処理装置には.多種多様な周辺装置及び端末装置を接続できる｡入出力制御装置は内蔵されているので,コ

ンパクトなシステムを構成できる｡
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表I HITAC L-450/L-470処理装置の構造寸法 CMOS論‡里+Slの

採用によって.処理装置は極めてコンパクトになった｡+-450はL-470と同一寸

法であり,フィールドで改造することによってL-450からし-470ヘアップグレー

ドが可能である｡

区 分 基本きょう体
基本き ょ う体と 基本き ょ う体と

拡弓轟きょう体一式 拡張きょう体二式

幅 (mm) 8()0 l′250 】.7(〕0

奥 行(mm) 400 40D 400

高 さ(mm) 900 900 900

備 考
- +-470だけ

L-450/470処理装置は,中央処理装置,主記憶装置,周辺

制御装置,ディスクチャネル,セレクタポ肌卜,マルチプレ

クサポート,ローーカルターミナル制御機構,通イ言制御機構及

び各穐の入出力制御機構から構成され,極めてコンパクトな

きょう体に一一体化されている｡ディスク駆動装置,磁与もテー

プ装置,ローカルターミナル及び各柿の入出力装置は,直接

処理装置に接続される｡フロッビーチィスク駆動装‡罠は処理

業置のきょう体に内蔵されている｡

処理装置は米本部を収容したノ古本きょう休♂)ほかに,j■朋良

きょう体が川音されており,内戚の通信制御機柿や入出力制

御機構を増設する場合に連結される構造となっている｡表1

にL-450/470の処理装置の構造1州法を,表2にその概略仕様

を示す｡

田 ハードウェアの特長

4.1処理装置

L-450/470処理装置は,主要部分をCMOS論理LSIによっ

て帖戌し,小形化,省1宅ブJ化を凶っている｡主記佗装置は

NMOS(■N ChannelMetalOxide Semiconductor)64kビット

のメモリ素子を使用している｡

(1)論理構成

図3に処理業置の論]哩構成を示す｡,

演算処理装置は,制御記憶装置に格納されたマイクロプロ

グラムの制御によって命令の実行を行なう｡命令の先取りは

制御記憶装置

周辺制御装置

HITAC+-450/L-470システム 875

表2 H汀AC L-450/L-470処理装置の概略仕様 処理装置は,大き

な主記憶容量及びディスク容量によって高いデwタ処理能力が得られる｡通信制

御横構及び入出力制御機樵の接続台数は,拡張きょう体を最大限接続した場合

の数値である｡

項 目 L-450 L-470

主 記 憶 容 量 0.5.l,l.5,2Mバイト l,2,3,4Mノヾイト

ローカルターミナル

接 木売 台 数
8 3l

ディスク

接続容量

固定媒体 520M′ヾイト l.040Mノヾイト

パック 400Mノヾイト

フロッピーディスク

接 続 台 数
2(両面倍密度)

磁気テープ接続台数 2

通信制御機構の種禁頁

･同期通信アダプタ りヾケット交換通信アダフ歩

･電話網通信アダプタ ･回線交換通信アダプタ

･HDLCアタ∵ブタ ･自動呼出アダプタ

入出力制御機構で

接続可能な機器

･ラインプリンタ ･マークシート読取機

･OCR ･紙テープ読取機

･画像入力付OCR ･紙テープせん孔機

･カード読取機 ･カセットテープ装置

･カード印刷せん孔機 ･×-Yプロッタ

通信制御機構及び

入出力制御機構の

]妻続台数

5 14

電 …原 川0V単相

注:略語説明 HDJC(High LevelDataJink Controり

OCR(OpticalCharacter Reader)

ハードウェアによって行ない,高速化を図っている｡演算処

理装置は,大部分が二重化されており障害検出機能は充実し

ている｡周辺制御装置は,その制御記憶装置に格納されたマ

イクロプログラムを実行することによって,人出プJ動作を制

御するものである｡周辺制御装置の動作は,演算処理装置の

サ【ビスプロセッサ

システム制御

データバス

制御記憶装置

演算制御装置

セレクタポート

フロッピー

ディ スク
制御機構

磁気テープ

制御機構

ディスクチャネル

ディ スク

制御機構

ローカルターミナル
制 御 機 構

自動呼出

アダプタ

マルチプレクサ
ポ ー

ト

通 信

制御機構

主 記憶 制 御

通 イ号

制御機構

入 出 力

制御機構

主 記 憶 装 置

アドレス変旗

…

｢
入 出 力

制御機構

図3 H什AC L-450/ト470処王里装置の論理構成 論理ユニット単位の構成とデータの流れを示す｡周辺制御装置は,演算制御装置と独立に動作するた

め,入出力動作が高頻度で行なわれても高い命令実行能力が維持される｡
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動作と完全に独立して行なわれるため,入出力動作が高頻度

で行なわれても命令の実行速度に影響を与えるようなことは

なく,高いシステム性能を維j寺することができる｡

アドレス変換部は,最大16Mバイトの仮想空間上で処理さ

れる命令実行や入出力動作の実行のアドレスを主記憶装置の

実アドレスに変換するものであり,ワンレベルアドレソシン

グ方式の中核となるものである｡このアドレス変換は,命令

実行用のアドレスも入出力動作実行用のアドレスも同一の取

扱いでハードウェアで直接行なわれるので,極めて高速であ

り,命令の実行速度を低下させるようなことはない｡

主記憶制御部は,命令実行及び入出力動作実行での主記憶

装置の書込み･読み出しの制御を行なう｡ECC(Error Check-

ing and Correction)回路を内蔵しており,1ビットの誤りは

自動的に修正を行なう｡

ディスクチャネル及びディスク制御機構は,周辺制御装置

によって制御されるが,セレクタポートとは同時制御される

ので,ディスク駆動装置へのアクセスが高頻度で行なわれて

も,他の人出力動作へ影響を与えることはない｡

(2)LSI技術

処理装置の主要論理回路には,低消費電力のため高集桔化

が容易で,かつ高速化の可能なCMOSカスタム論理LSIを才采

用し,コスト低減,小形化及び省電力化を図った｡

カスタム論理LSIは,製造方法によってフルカスタム方式

とセミカスタム方式(マスタスライス)に分類される｡

フルカスタム方式は,LSIの1品種ごとに,ウェーハ製造

の全工程に必要とする専用のホトマスクをそれぞれ設計し,

品種ごとにウェーハ処理を行なう方式であり,一般に多大グ)

開発工数を必要とする｡

セミカスタム■方式(マスタスライス)は,ウェ【ハ製造工程

の大半のホトマスクは一つの品種系列に共通になっており,

配線工程のホトマスクだけを品種ごとに設計する方式であり,

工数

図4 フルカスタムCMOS論理LSlのチップ写真 演算処理装置内

の約l万3′000ゲートのマイクロ命令制御ユニットの論理回路が,自動設計によ

って10.2×10.2mm2のチップに集積されている｡ニの論理回路には.64語×36

ビットのメモリが含まれている｡
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図5 マスタスライスCMOS論理+Slのチップ写真 6.000ゲートの

論理セルのうち.約5′000ゲートを用いて.入出力制御機構の一部を自動設計L

た例を示す｡チップサイズは8,2×8.3mm2である｡

フルカスタム方式に比較して,開発工数が少ない利点をもつ3)｡

L-450/470では,LSI化すべき論理ブロックのゲート数,

信号ビン数,繰返し使用数及び基板上で許されるスペースな

どを考慮し,1万～2万ゲートのフルカスタム論理LSIと

4,000～6,000ゲートのマスタスライス論理LSIの組合せで処

理装置の主要部分を実現することとした｡フルカスタム論理

LSI及びマスタスライス論理LSIでは,それぞれ208ピン及び

120ピンのビングリソド アレイ バッケージを使用している｡

これらのLSIでは最新の2/∠m CMOS技術を用い,高速性,

高集積性を確保するために,H卜CMOS(高性能CMOS)構造4)

を母体とし,更にアルミニウム2屑配線を採用している｡こ

れによって,低消培電力にもかかわらずS-TTL(Schottky-

Transistor Transistor Logic)並みの高速性能を得ている｡

図4に,フルカスタムCMOS論理LSIのチップ写真を示す｡

二れは,演算処理装置で使用した約1万3,000ゲートの論理回

路である｡チップサイズは,10.2×10.2mm2である｡図5は,

マスタスライスCMOS論理LSIのチップ写真である｡これは,

入出力制御機構で使用したものであり,6,000ゲートの論理セ

ルのうち約5,000ゲートを用いた論理回路である｡チップサイ

ズは,8.2×8.3mm2である｡図6は,2万ゲートフルカスタム

CMOS論理LSIの外観写真であI),208ピンのビングリソド ア

レイ パ､ソケージを使用している｡

(3)LSI設計自動化技術

L-450/470は,大規模なCMOS論理LSIを全面的に採用し

たため,高い設計品質を確保するには,各種の設計自動化技

術の通用が必要であった｡

図7は,カスタム論理LSI用設計自動化システムの構成と

処理フローを示すものである｡設計者が作成した論理図を基

に,論理データを入力し,必要に応じて修正を加えながら,

シミュレーション,ディ レイチェック,自動配置,自動配線

及び人手による自己線修正のチェックを行なう｡最後にマスク

作製用データとLSIをテストするための診断データを磁気テ
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論 図

シミュレーション

デイレイチェック

‾宕〉

区16 2万ゲートフルカスタム論理+Slのパッケージ 20魯ピン ビ

ングリッド アレイ バッケージで,封止前のものである｡この+Slの論理は,

演算処理装置の演算器,ワークレジスタなどであり,64語×36ビットのメモリ

を含めて約2万ゲートで構成されている｡

ープに出力する｡

シミュレーションには,論王里機能をマクロ的に表現し,高

級言語で記述したシミュレータを使用する機能レベルシミュ

レーションと,論理機能をすべてANDゲート,ORゲートな

どの基本論理素子で表現したままシミュレートを行なう論理

シミュレーションがある5)｡機能レベルシミュレーションは,

実行時間は短いが,シミュレータが対象となる論理回路を忠

実に表現しているか否かの検証が困難であり,これだけで詳

細な論理検証を行なうことは不可能である｡論理シミュレー

ションは,対象となる論理回路を忠実に表現したシミュレー

タを使用するため,詳細な論理検証が可能であるが,長大な

実行時間を必要とする｡

機能レベルシミュレータと論理シミュレータは,相互に接

続して実行可能であり,確認すべき論理機能に応じて,最も

効率の良い組合せによってシミュレーションを実施した｡

(4)実装技術

大規模なCMOS論理LSIを実装するプリント基板は,新開

発の大形基板を使用した｡この大形基板は,約43×23cm2の寸

法であり,論理信号は4層で配線されている｡

この収容能力の大きい基根によって一機能一基板化が可能

となった｡この結果,システムの機能追加や増設が容易とな

り,機能単位の品質保障も容易となった｡また,保守作業で

も,故障ユニットの発見が容易であり,保守性を向上するこ

とができた｡

図8に大形プリント基板の外観を示す｡この基板に演算処

理装置,主記憶制御部及びアドレス変換部から構成される中

央処王里装置(主記憶装置と制御記憶装置を除いたもの)が収容

されている｡

この基板の設計でも,設計自動化システムを利用して自動

配置･配線を行ない,プリント基根のマスク作製用のデータ

及び基板テストのための診断データの生成を自動的に行なっ

ている｡

自 動 配 置

自 動 配 線

配線チ ェ ック

＼
＼

カ
データベース

但/
＼

空手

マスク作製
データ生成

診 断
データ生成

堪マスク作製用
丁

一

夕

ー○診断データ

図7 カスタム論理LSl用設計自動化システム 論理図を入力とし

て,LSlの配線マスクを作るためのデータと,完成品テスト用の診断データが

出力される｡

謝

轟撃′;､g

図8 CMOS論理+Slを実装したプリント基板 約43×23cm2のプリ

ント基板に,主音己億装置と制御言己憶装置とを除いた中央処理装置が収容されて

いる｡

4.2 周辺装置

L-450/470システムは,ユーザーニーズの多様化に対応し

て,多種多様なファイル装置及び入出力装置をサポートして

いる｡

ファイル装置については,小形で省エネルギーのH-8591形

ディスク駆動装置やH-8425/H-8426形磁気テープ装置によっ

て,システム全体のコンパクト化が図られた｡

OA機器として,画像入力付OCRをサポートすることによ

って,画像データ付の文書も入力可能とし,更に新開発のH-

8796形ファクシミリ通信接続装置によって,遠隔地のファク

シミリ装置への伝票や文書の配信の自動化が可能となった｡
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画像付データは,ファクシミリ装置だけでなく,ビデオデ

ータターミナルや端末プリンタへも出力可能である｡

(1)ディスク駆動装置

H-8591形ディスク駆動装置は,最大4スピンドルの8in固

定ディスクをコンパクトなきょう体に収めたものである｡8in

固定ディスクは,最新のウィンチェスター テクノロジーを採

用し,従来相当機に比べ大幅な小形化,省エネルギー化を実

現している｡

表3に,H-8591形ディスク駆動装置の概略仕様を示す｡

(2)磁気テープ装置

H-8425/8426形磁気テープ装置は,リールダイレクト駆動

方式を採用した′ト形磁気テープ装置である｡通常のスタート

ストソプ モードのほかストリーミング モードをもち,ディ

スクのバックアップなどには高速処理か可能である｡また,

機構部の簡素化,制御回路のLSI化によって高信頼性,大幅

な小形･軽量化,省エネルギー化を実現し,オフィス環境に

合った低騒音化を図った｡

表4に,H-8425/8426形磁気テープ装置の概略仕様を示す｡

表3 H-85馴形ディスク駆動装置の概略仕様 最新のウインチェス

ターテクノロジーによって,大幅な小形化.省エネルギー化を実現した｡

形名

項目
H-859l-1 H一-859l-2

記 憶 容 量/装 置 280Mノヾイト 520M/ヾイト

記憶容量/スピンドル 70Mノヾイト 130Mノヾイト

デ ー

タ 転送速度 最大904kバイト/秒 最大l.206kバイト/秒

平均 シ
ーク 時間 25ms 25ms

平均回転待ち時間 8.5ms 8.5ms

記憶容量/トラック 12′032バイト 15′】04ノヾイト

トラック数/シリンダ ll 10

シリンダ数/スピンドル 526 821

大 き さ 幅650×奥行600×高さ900(mm)

電 三原 川0V単相

表4 磁気テープ装置の概略仕様 リールダイレクト駆動方式を採用

Lた磁気テープ装置で.機構部の簡素化,電子回路の+Sl化によって.高信頼

性,小形･軽i化及び省エネルギー化を実現した｡

形名

】買目
H-8425 H-8426

テー一夕

転送速度

スタートスト

ップモード
20kバイト/秒 50kノヾイト/秒

ストリーミ

ングモード
160kバイト/秒 柑Okバイト/秒

記 !録 密 度 l′600ビットハ∩

ト ラ ッ ク 数 9

l B G 0.6in又は】.2in

使 用 テ
ー

プ 幅-をれ 長さ最大2′400†t

巷戻し時間(l巻) 約帽0秒

デ ッ キ 数/装置 l

大 き さ 幅632×奥行492×高さ900(mm)

電 源 川0V単相

注:略語税明IBG(lnterblock Gap)
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表5 ファクシミリ通信接続装置 L-450/470に接続することによっ

て,遠隔地のファクシミリ装置に直接,伝票や文書などを送ることができる｡

接続は,処王里装置内蔵の同期通信アダプタを経由して行なわれる｡

形名

項目
H-8796-11 H-8796-J2

出 力 可 能 情 妻板
英･数字.仮名,漢字, 英一数字,仮名,漢字.

けい線 けい線,図形,画像

文 字 構 成 漢字:24×24ドット,英･数字,仮名:12×24ドット

文 字 種 漢字:約8′000種,英･数字.仮名:127種

接続ファクシミリ装置 GII,GIII規格ファクシミリ装置

出力可能用紙サイズ A4又はB4(接続ファクシミリ装置による｡)

ホストインタフェース HSC3 2′400～9.600ビット/秒

大 き さ 幅400×奥行700×高さ700(mm)

電 源 柑0V単相

注:略語説明 HSC3(HitachiStandard Synchronous Communication3)

(3)ファクシミリ通信接続装置

H-8796形ファクシミリ通信接続装置は,オフィス内に設置

されているファクシミリ装置をコンビュータの直接出力装置

として使用可能とする接続装置であり,ファクシミリ装置を

端末プリンタと同等に扱い,処理結果を正確かつ迅速に出力

することか可能である｡

表5に,H-8796形フ7クシミリ通信接続装置の概略仕様を

示す｡

切 結 言

L-450/470は,OA化や分散/ネットワーク化などの多様な

ユーザーニーズに対応することを目的として開発した′ト形コ

ンビュ一夕であり,これを実現したハードウェア技術につい

て述べた｡

L-450/470では,2方ゲートCMOS論理LSIをはじめとす

る最新の半導体技術と,これに適合した高密度実装技術を採

用することによって,性能/価格比の優れた極めてコンパクト

で消費電力の少ない処理装置を実現することができた｡また,

周辺装置についてぃト形化･軽量化･省電力化を図り,これ

らを組み合わせることによって,オフィス環J尭への適合性を

いっそう向上したシステムを構築することが可能となった｡

今後も,新しい技術の適用範囲を拡大することによって,

機能強化を図り,より使いやすいシステムを提供していく考

えである｡
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